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Ｉ．問題
成田（2002）によると強迫神経症の対人関係
の持ち方の特徴として「巻き込み型」と「自己
完結型」の２つのタイプがあげられるとされる。
「巻き込み型」は、自己の依存欲求を満たすため
に、他者を日常生活および対人関係に巻き込ん
でいくタイプであるとされ、他方、「自己完結型」
は、強迫観念に対する無意味さを分かりながら
観念や行為をやめることができない、いわばそ
の観念にとらわれている自己に対して葛藤を強
め、解決する手だてに一人で苦しむタイプであ
るとされる。往々にして、青年期男性の強迫神
経症に「自己完結型」が多くみられ、中年期以
降の女性には「巻き込み型」が多いのではない
かと述べている。
筆者は、自験例の中で、既婚女性（来談時、
30代）の強迫神経症とみられる事例に、「巻き込
み型」強迫の特徴が顕著に認められたが、心理
療法過程を通して、「巻き込み型」と言われる背
景に、自我形成過程における初期段階の乳幼児
期での母親との基本的かつ原初的な他者関係が、
その後の対人関係の持ち方に大きく影響を与え
ているのではないかと仮定するに至った。本事
例以外の強迫神経症の事例について自我心理学
の立場から自我と超自我およびエス（欲求）の
三者関係と強迫的こだわりについて検討したが、
エスからの不安や恐怖の心的内容が汚い物やば
い菌という具象的で捉えられないものとなって
自我を脅かす存在となり、自我への侵入を防衛
するために、強迫的症状に置き換わって防衛し
ているのではないかということが理解された
（門前、2005）。また、症状を理由に、いわば疾
病利得的に、他者への依存と支配的行動で他者
を巻き込むが、他者を巻き込むことへの罪悪感
と自己不全感で苦しみ葛藤するという神経症的
メカニズムの形成が成されているのではないか
と考えられた。ここで改めて自我形成過程にお
ける他者関係の持ち方について、「受動的支配」
と「能動的支配」の段階での母子関係の背景と
強迫的で硬い自我防衛機制を形成するに至った
状況を把握することによって、強迫症者の理解
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につなげていければと考え、自験例から再考す
ることにした。
１）乳幼児期での自我形成過程における母子力
動関係について
クロッパーは精神分析的自我心理学の立場か
ら母子関係を基盤とした自我の心的発達過程の
図式を呈示している（Klopfer,B.,1954）。それ
によると乳児は母親の自我から分化していく過
程において、まず母親との絶対的信頼関係に基
づく基本的安全感が獲得されることが必要十分
条件であるとする。基本的安全感が体得される
ことによって、内的には、人間への基本的信頼
関係と自己の人間としての同一視が確立される
ことになる。母親という人生最初の他者への認
知を通して、発達的には、自己と他者との関係
の持ち方や自己と他者との違いを認識していく
と考えられる。この人生最初の他者である母親
との関係が後の他者関係を規定していく大きな
要因になるのではないと推察される理由である
（図１参照）。
２）自我形成過程における「受動的支配」のも
つ意味について
「受動的支配」はいうまでもなく生後まもない
乳児期における母子関係でみられる乳児と母親
との非言語的コミュニケーションに基づく情緒
的交流である。この情緒的交流によって乳児が
いながらにして欲求を充足させると共に、母親
への依存的欲求を充たす機会となる。乳児は、
自己の欲求が適時に充足される経験が多いほど
情緒的に安定し、母親の自我を媒体として外界
への関心を高めていくことができる。しかし、
ベッテルハイム、ボールビィの報告にある1940
年代や1950年代に戦争による孤児を収容した施
設や収容所で見られたホスピタリズムの症状の
ような特殊な場合に限定しなくても、乳児期に
一対一での母親の愛情を感じることなく養育さ
れた場合、その後の自我形成の過程における他
者関係の持ち方において何らかの歪みが生じる
のではないかと仮定される。少なくとも１歳く
らいまでの発達の初期段階において、「受動的支
配」とよばれる母親との関係は子どもにとって
母親（他者）の存在が自己にとって不可欠であ
ることを主として身体感覚から体験し、母親を
通して人間への信頼を確立していく他者関係へ
の基盤になるといえる。母子関係の臨床例で見
られるように不安の高い母親が養育に対して自
信をもてず、子どもとの一体感をいつまでも持
続する場合、母親自身の不安を子どもに投影し
て自身の不安感を解消している場合や、母親が
抑うつ的で育児ノイローゼのために子どもの欲
求に無関心で、「受動的支配」が拒絶された場合
などでは、子どもの他者への望ましい人間関係
をもつことが困難であることが予想される。し
かし、母親に対する適切な心理的援助や教育的
援助によって、その後の自我形成過程において
母親との関係が改善され、子どもの自我が健全
な方向で発達を遂げることができていくことが
多いことも分かっている。ただ、子どもの臨床
において乳児期での養育環境や母親との関係を
正確に知ること自体が困難と言わざるを得ない。
実際、母親から相談をうけて、問題となって
いる子どもの乳幼児期での生育歴や養育態度な
どを聴取することはあっても、相談の対象とな図１ クロッパーによる建設的自我機能の図式
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る子ども自身から聴くことはほとんどできない。
筆者の自験例で、例えば、引っ込み思案を主訴
とする女児の母親は、本人のおとなしい性格の
良さを認める前に、活動的ではきはきすること
を望んで叱咤激励することが多かったと述べら
れたり、また、別の頻尿の男児の事例では、母
親自身が潔癖症のために子どもが汚すこと、特
に排泄に関して潔癖であることを望み、子ども
に汚い遊びを禁止して、常に衣服を清潔に保つ
ことを強要して、自由な遊びや活動を制限する
ことが多い結果、頻尿や遺尿の症状を生じさせ
ている場合が多かった。このように子どもの臨
床例から分かるように、母親の性格特徴や母親
の価値観が養育態度に反映し、子どもの自我形
成の基盤に大きな影響を与える。特に自我の発
達が未分化な乳幼児期における影響は、場合に
よっては児童期や思春期にも遷延して、自我の
中核的領域に浸透し、自己の考え方や価値観を
規定するとともに、他者との関係の持ち方にも
影響を及ぼすことが予想される。
若林（1969）によると、強迫神経症の強迫症
状の発症年齢は10歳前後が多いとされる。本城
（1999）は、早い発症では、３歳からみられる
が、10歳ごろから急増すると報告している。こ
れらの臨床例の報告から分かるように、強迫症
状は、幼児期では希で児童期にその発症を見る
場合が多い。自我形成過程の視点から強迫症状
との関係をみると、３歳は自我が芽生える年齢
であり、３歳から５歳にかけての幼児期での自
我の確立に至る自我形成過程では、主として母
親の養育方針に沿って自我が形成される。した
がって、母親の強迫的な養育態度、例えば、母
親の不安の投影によって子どもに～しないとい
けないと言う超自我的なかかわりを要求する一
方、罰を与えたことによる母親の罪悪感を解消
するために今度は同じ事柄でも～してあげると
いう支配的かかわりが、子どもの自我形成にと
って超自我的観念を植え付けると共に、欲求に
伴う自発的感情の抑制を余儀なくさせられるで
あろう。この母親のほとんど無意識的になされ
る両極端の矛盾した価値的態度によって、幼児
期における自我の確立の過程が混乱させられた
り、歪められたり、また、子どもの自我が母親
の自我から分化することを妨げたりして、幼児
期における分化した自我の確立に支障をきたす
と考えられる。これらの視点を踏まえながら強
迫神経症の事例を紹介し、イメージを中心にし
て検討する。
Ⅱ．事例の紹介
主訴（来談時) 外出できない。たたりがあ
る。
この主訴は、心理療法の面接が継続される中
で、変わっていった。人が自分にさわるとばい
菌がついて、すぐに洗わないと落ち着かない。
外出先からでも途中で帰って、手を洗ったり、
着ている衣服を洗う。結局、外出ができなくな
る。また、外出できないもう一つ別の理由とし
ては、人からどのように見られているか、人の
視線が気になる対人恐怖の症状の訴えが続いた。
また、呪術的とらわれは、児童期の病気治療の
前後に、当時実権をもっていた祖母による影響
であることが述べられた。
臨床像 非常に弱々しい小柄な女性であった。
硬く、抑うつ的な表情で、30代という年齢より
も幼くみえ、10代の覇気のない少女のような印
象であった。
来談経緯および状態 洗浄強迫症状の正確な
出現時期は明らかではないが、20代後半から生
じていて、結婚後は強迫的行動が増大し、日常
生活に支障をきたすほど物に触れなくなったり、
外出できなくなっていた。買い物はもとより、
掃除・洗濯、食事のしたくなど家事全般を一切
できなくなり、主婦として機能していなかった。
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抑うつ気分と不安感の交錯する状態が続いて、
場合によっては１日中床に臥すということも希
ではなかった。外出時は必ず夫が付き添い、結
婚後から数年近く家事は夫がするような状態で
あった。このままでは将来への不安が強くなり、
精神科への受診も考えたようであるが、薬物中
心の治療よりも心理療法を選んで筆者の知人を
介して自発的に来談することになった。外出は
困難で一日中手洗いに時間を費すことが多いと
いう状態であった。その後の面接で、性格的に
人見知りがあったり、不安感の強い子どもであ
り、病気の菌から、とくに風邪を引かないよう
にするために母親の要請で消毒を励行する習慣
が身についたと述べられている。
治療方針 来談当初は外出恐怖の症状除去を
求める訴えが多かったが、感受性が高く、内向
的な性格の特徴と知的に話そうする態度が強く、
情緒的介入を拒否する防衛的態度が見られたた
めに、筆者は、治療の方針として硬い自我防衛
をゆるめ、内的世界に関心をむけ、内的情緒を
感じたり、表出する経験を治療関係のなかで体
験できる方法が、症状を除去する対症療法的方
法よりも本質的な問題解決につながるのではな
いかと考え、リラクセーションからイメージを
カウンセリングに導入する治療法の提案をした。
また意図的に症状を除去することのみに話題が
集中しないようにした。症状形成の背景につい
は、この時点では因果関係が捉えられていない
ことを勘案して、症状によって自我が守られて
いる面があるかもしれないということから、症
状の持つ意味について考えながら治療を進める
方針をたてた。
治療期間 終結をみるまで、週１回60分で約
10年間の面接であった。洗浄強迫の症状が完全
に消失したわけではないが、病気だから治さな
いといけない、治るはずだという強迫的なとら
われが減り、少しやっかいな癖として受け入れ
ることができるようになったことと、外出が可
能になり、家事全般は一応こなすことができる
ようになったことで夫婦間も互いに思いやれる
関係が生まれて、比較的安定した日常生活を送
れるまでなったことで終結とした。
その間、外界に能動的に働きかける意欲と行動
力がアクティング・アウト的行動へと駆り立て
ていって、夫婦間の危機が生じたが、夫の忍耐
強さ及びクライエントからの支配欲求を拒否す
る行動によって、クライエントの他者関係、特
に夫を中心とした他者に対する支配欲求を見直
し、自己の支配欲求のあり方について、内面を
見つめる機会を持つことで「受動的支配」が軽
減し、他者との関係を考慮し、思いやる「能動
的支配」へと少しずつ変化したことによって、
夫婦間の危機を乗り越えることができたと考え
られる。
Ⅲ．治療の経過およびイメージ内容について
イメージ内容は以下のように８段階にわけら
れた。
第１段階（#1～#35) 心の栄養補給と願望充足
的イメージの中に見え隠れする不安感―「受
動的支配」欲求の表出と「能動的支配」への
不安
この段階のイメージは、赤ん坊になってベビ
ーベットでミルクをのんでいる。だっこされる
など自我が赤ん坊にまで退行したイメージと、
自転車に乗って、野原で遊んでいる。野原を走
っているなど現実ではできなかった欲求充足的
願望のイメージが多かった。クライエントは、
幼少期、母親からかわいがられた記憶が少なか
ったことと、病気のため、運動を禁止させられ、
自由に飛び回ることができなかった。それらの
願望がイメージの中で、充たされていったと考
えられるが、#19～#34では、自由に動く半面、
ススキの野原・荒れた荒野や骸骨の山など不安
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感や寂寥感に襲われている。その後のイメージ
では動くことが無くなって、ぼんやりとしてい
る自分がいて、夢中になれるものがない寂しい
感じや空虚感や楽しめない空しさが表出された。
前半、退行して欲求充足し、甘えるイメージ
の表出に対する罪悪感が後半の不安感につなが
ったのではないか。さらに、退行的満足後や願
望充足後に、能動的にかかわっていくものがな
い自分に対する寂寥感や空しさが生じてきたの
ではないかと考えられる。
第２段階（#36～#42) 葛藤する自分との苛立っ
た関係
自分を出したいけれど出せない・楽しみたい
けれど楽しめない。夢中になる物がほしいけれ
ど見つからない。チョコレートを食べたり肉ま
んやお好み焼きを食べている。この段階でもま
だ、退行的な状態と活動的な自分が交錯してい
る。物思いにふける自分とテニスや走っている
自分がいる。食べ物への欲求が出てきて、前段
階より少し進んではいるが退行した自分がイメ
ージされている。
この段階のイメージでは、自己の内面での葛
藤感と第１段階から少し進んだ退行的な状態と
目的もなくぼんやりしている自分が語られてい
る。イメージ自体は、動きのあるイメージが出
現し、自転車で走っているとか、逆立ちしてい
る、木登りしているなど活動的な動きを伴った
イメージであったが、動きを楽しむというより
も動きの中でいらいら感を解消したり、退行し
て食欲を満たすことで、不安感や空しさを払拭
しようとする意図が働いていることが特徴的で
ある。一時的にその場で、不安感が解消された
と感じるが根底の不安感や葛藤感は残っている
ことが伺えた。
第３段階（#43～#72) 自我の芽生えともいえる
段階―自分探しの心の旅へ―
この段階でのイメージ内容は、自我形成の過
程で自我が芽ばえる段階でのイメージではない
かと考えられる。イメージ内容は、暗い感じ、
あまり動きたくない。でも海を見ている。海へ
行く。海へでていくと気持ちが和らぐ。どこか
遠くへ行きたい。自分に合う場所を見つけたい。
水田に穂が実っている。自由になりたい。この
段階では、前段階で葛藤感や不安感で動けなく
なっていた自分に対して、自分は何ができるの
か分からないけれど少し探してみようとする自
分探しのイメージ内容に変化していっていると
とらえられる。この段階の後半では、家の外の
公園やカルチャーセンターに出かけ、生け花教
室や哲学の教室でみんなと話をしている自分を
イメージしている。自我を確立していく過程に
おいて他者の中に出かけていく必要性を感じ始
めているが、他者との関係の持ち方までは意識
化されず、外へ出たいという欲求があることは
意識されてきていると思われる。
第４段階（#72～#106) 擬人化された動物を通
して外界への「能動的支配」の始まり
この段階では、外へ出かけようとするが、一
人では出られない。外が怖い。自分の分身とな
るウサギ（象徴的）と一緒にでかける（#89～#
103）という外界への能動的かかわりをウサギと
の共生関係で実行する試みがなされている。そ
れと同時に蝉やカブト虫が現れ、自分が蝉から
脱皮したり、カブト虫に守られたりしている。
蝉から脱皮する自分は２歳くらいの私であり、
カブト虫は潜水艦であり、外から自分を守って
くれる存在で、安心だけど、窮屈。象徴的に守
られた自分とそこから出ようとする自分がいる
が、外へ出るには、２歳くらいであるため、一
人では到底不可能でウサギの助け（しっかりし
た自分）が必要であることを感じている。
第５段階（#107～#124) 自分の内面の感情を少
しずつ感じる―水と音を媒体として
この段階では、自分自身の内的感情（怒りの
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感情やいらいら感や不安感や寂しさなど）を感
じ、内面を見つめるために、水と音楽が必要で
役立っていることが語られた。音の中に自分が
いると寂しさがいやされる（#111）。難しいこと
を考えるのにプールの水が必要。川が流れて、
小川に足も浸かっていたり、プールで泳ぐと我
慢していた涙がでてきて、気持が軽く、感覚が
戻ってくる感じ（#120）。感情を感じる反面、外
に出ようとすると脱力感を感じるという。
実生活では外出はある程度可能になっていて、
ヴァイオリンのコンサートに出かけたり、オー
ディオで音楽を聴いたりしている。家事はあま
りしていない。相変わらず夫がしている。その
ことに対して本人の中では罪悪感はあまり認め
られず、できれば習い事のために、外にでるこ
とによって、家事を回避したい欲求が強いこと
が語られた。この後、外に出て習い事をする中
で、他者への「受動的支配」が生じ、人間関係
でトラブルが発生するが、頑なに自己の欲求を
固持したために事態が悪化していくことになっ
た。
第６段階（#125～#138) 擬人化された動物と共
に下意識の世界へ―内面の世界への探方がつ
づく
ここで一緒にいくのはウサギではなく犬であ
る。きれいな世界から汚い世界へ犬と一緒に入
っていく私。工場の奥にある穴の中へ、汚水が
あるが犬が汚水を飲む。この犬は、汚い物を消
してくれる呪術的役割を担わされているのかも
しれない。工場の奥をすすむと夜の海に出る。
夜は気持ちがいい。自分の世界。夜の森の中へ
進む。湿地帯をこえて森の奥のなかの湖へ。森
の中の細道に鹿（夫の象徴的イメージ）と一緒
に入る。そこでウミガメ（父親の象徴的イメー
ジ）と出会う。どんどん暗く、深い森の中へは
いり、湖をとおり、鹿と一緒に森の中に続く細
道を歩いていく。きれいな音楽を聴いて、はか
なさと悲しさを感じる自分がいる。そしてそれ
らの感情に反発できない自分の弱さ・無力さを
感じていることが語られた。このきれいさから
のはかなさや悲しさに反発しながらも、反発で
きない自分がいることは、きれいさにとらわれ
る自分、きれいさに縛られる自分がいるという
洗浄強迫の症状と関係しているのかもしれない。
また、鹿が夫の姿であり、ウミガメが父親の姿
であることが話されたが、この夫イメージから
は男性的と言うより、女性的なイメージがする
し、父親イメージは頑固で鈍重な感じがする。
両親との関係がイメージをすすめるにつれ、
カウンセリングの中心的話題となったとき、幼
児期から父親に疎んじられ、母親は自分の都合
で子どもを支配し、家事をしているときには、
祖母の悪口やいろいろ愚痴をきかされて育った。
常に成績優秀で100点とらないと認められなか
った。叱られて雨の日に外で長時間立たされた
こともあったというエピソードなどが話され、
いかに自分がかわいそうな子どもであったかと
いうことと、病気にならなかったら、今頃社会
で活躍していたのに無念だということなど、両
親への直接、間接的な怒りの表現と現在の自分
に対する現実否認的な捉え方がみられた。夫と
の関係について、妻としての役割は、治療者が
話題に取り上げようとしても回避的で、あまり
触れたがらず、むしろ、夫は自分の意のままに
動いてくれる必要な人というか、必要な道具的
な捉え方であった。治療者が「ご主人はお母さ
ん代わり、あるいは保護者的存在ですかね」と
いっても抵抗が無く、夫との関係で、主婦ある
いは妻としての役割をとって家庭の中で機能す
るのではなく、家事を回避し、外出は習い事の
ためにするという子どもとして夫に依存してい
る関係が顕著であった。後で分かったことであ
るが、夫の本心としては妻に主婦として家庭を
守って欲しいという願いがその当時からあった
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らしいということだが、夫婦関係の大きな変革
が生じたのは、前述したようにクライエント
（妻）が元気になって、習い事などで外出し、外
での他者関係でトラブルを起こすというアクテ
ィング・アウトの１年後であった。
第７段階（#139～#152) ウミガメとの対話
ウミガメはイメージとして象徴的に父親と見
られていた。ウミガメと話をするという設定で
のイメージが#142から続く。話をしているのは
幼い自分である。幼い自分だと話ができず泣い
てしまう。大人の私が幼い私と一緒に話しに行
くことになるが、結局、身体中で怒って、鼻水
出して泣いて怒っている。話はできずに幼い子
（私）の手をひいて帰らざるを得ない。
イメージをしながらもイメージの中では到底
解消できない憤懣が残っていたようで、父親に
は怒りをぶつけることができない怖い存在とし
てクライエントの中に強く根付いていることが
分かった。ウミガメとは対話にならず、ウミガ
メを殺したいと思って殺すが、強い罪悪感にと
らわれ、また、生き返らせる。そして、この段
階の終わりには、ウミガメは生きているのでは
なく、陶器の置物として落ち着かせることにな
った。
第８段階（#153～#170) 自己との対話へ―二人
の私・三人の私―
この段階で自己の内面を見つめることが徐々
にイメージとして生じはじめた。新しい自分を
創っていきたいという願望が強くでてきて、イ
メージのなかでもしとやかな私と近代的でモダ
ンな私の対立がでたり、本能のまま野性的な私
と理知的な私の対比がでてきたり、大人の私と
子どもの私の対比が出てきている。それを第三
者的にみている自分がいるとして、三人の私と
いう表現がなされた。治療者としてはどちらか
に偏らず両者の統合を目指すことを意図したが、
二人の私を一人の私に統合する過程で、不安感
が強くなり、変化することへの抵抗と共に、イ
メージに対する拒否反応が生じることになった。
終結までのカウンセリング過程（#171～#253）
イメージでの継続はこの段階で終わらざるを
えなかった。その後、カウンセリングでは、ま
ず、自己の心に直面し、内面の感情を素直に受
け入れていくようにすること、夫婦関係を基盤
として他者理解をする必要があること、および、
社会における現実的な他者関係や役割理解の必
要性についても徐々に理解の範囲を広げていけ
るようにすること、そのために、他者理解は他
者に頼るという受動的な関わりではなく、他者
との関係の中で、能動的な関わりから徐々に人
間関係が形成されていくことができるようにな
ることを心理療法の目指す試みとした。
他者を支配して、他者がそれに従ってくれる
こと、すなわち自己の支配下に置かれることが、
必ずしも自己への愛情の表現ではないこと、他
者への働きかけには、自己の欲求の充足のため
だけでは破綻をきたすことなど、支配をすると
いうことと、支配されることの関係についてと、
物事を早く解決することより、自分自身が納得
できるかどうかについても考えてみることなど、
観念的でなく現実的レベルでのカウンセリング
関係を持つように心がけた。
しかし、カウンセリングの過程では、治療者
に対する否定的な転移が生じ、攻撃性や敵意が
治療者に直接向けられ、膠着状態が続いた。こ
の間、現実の生活では、夫との関係での窮屈感
を解消するために外に出ることで心の開放感を
味わうと共に、主婦としての役割を放棄して、
自分の好きな習い事で、自己を表現することの
喜びを感じ始めると同時に、抑圧されたエロス
の解放として異性との交流を求める方向へと進
んでいった。いわば、アクティング・アウトと
もいえる行動化が顕在化して、それを止めよう
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とする治療者に対しても自己の行動の正当性を
主張し、身体中で怒りをぶつけてきた。治療者
に対する攻撃と反発は、父親という権威への反
発でもあり、超自我に対する自我とエス（本能
的願望）の反逆として捉えられた。この治療者
―クライエントの攻防戦に対して、良い意味で
も悪い意味でも、仲介役として夫が介入してき
たように考えられる。
クライエントのアクティング・アウトは、夫
からの離婚という強い態度によって、夫との関
係、ひいては夫婦関係の見直しを迫られること
になった。その後、約２年間をかけて、離婚の
危機を乗り越えることになるが、夫に対しては、
今までのように母親に代わる保護者的な存在と
して、依存し守ってもらう対象ではなく、夫と
いう一人の人格をもった存在として理解する姿
勢を示し、妻としての自己の役割遂行の必要性
を感じ始めて、家事をする生活が展開された。
この夫婦関係の変革によって、クライエントの
自我は少しずつ「能動的支配」の段階へと移行
し、「能動的支配」と他者関係について視野に入
れながらカウンセリングが展開されるようにな
っていった。
Ⅳ．考察
１．本事例における「受動的支配」と自我形成
過程について
本事例を通して考えられた自我の様相として
特徴的な点は、①自我防衛の特徴として、幼児
期から母親の「受動的支配」の基で形成された
と考えられる投影性同一視と否認の機制が中心
に使われていたことである。②イメージを併用
した心理療法過程のなかで、繰り返し語られた
両親との関係は、自分にとって両価的態度をと
る母親との混乱した関係と、いわば精神的虐待
ともいえる罰を加える憎悪の対象としての父親
との関係が明らかになったことである。
この投影性同一視のメカニズムが幼児期から
成人になった現在にまで継続しているというこ
とは、自我の未熟さ、ないしは母親からの分離
不安を意味していると捉えられるし、否認のメ
カニズムに関しては、自我形成過程における自
我不全状態を補う機制として発展させていった
結果ではないかと考えられる。
投影性同一視と否認の機制に対する心理療法
における対応に関しては、投影性同一視による
治療者の巻き込みに対して毅然とした態度がと
れたかということと、投影性同一視の根底を支
配している母親との一体感から自我を分化させ、
自分自身として独立した存在としての自我形成
に関与していくことができたかと言うことであ
る。また、治療者からの指摘に対する頑固なま
での否認による硬い防衛機制の変容を促す関わ
りが必要とされたが、防衛の硬さをとることに
よって、自我を不安にさせ、置き換えという新
たな防衛機制を発展させることになったり、防
衛することで守られていた自我が、原始的で未
分化的なエスからのエロス的欲求や超自我によ
る社会的規範を無視するアクティング・アウト
的行動につながったのではないかと考えられる。
その際、治療者が毅然とした態度をどこまで保
つことができたか今後の反省点になった。
２．本事例における「受動的支配」による他者
関係（夫）の持ち方について
本事例では、「受動的支配」へ退行した状態の
ままの他者支配（夫）が顕著に認められた。自
分は病気だからなにもできない・してもらわな
いと動けないという訴えが心理療法初期の段階
では強かった。症状としては外出恐怖や広場恐
怖が生じて、一人では外出できなかったが、し
かし、誰か、自分にとって頼れる人物が一緒だ
と大丈夫ということであった。一人で外出でき
ない、外が怖いという強い不安感や恐怖感の訴
えが主であった。外へ出たいと思うけれども一
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人で出られない。理由は、人混みでばい菌がつ
くから汚くて洗うために外出が困難だからとい
うことであった。来談当初は前述したように、
なんとか早く出られるようにしてほしい、手を
洗わなくて済むようにしてほしいという他力本
願的な要求が毎回必ず出された。この他力本願
的欲求は母親との関係の敷き写しであり、現実
に母親に代わる代理者を夫に求め、夫もそれに
応えざるを得ないというクライエント優先型の
夫婦関係があった。今、考えると、受動的支配
下での夫との関係が愛情のある関係であると信
じている反面、おそらく無意識的に強迫的なと
らわれに固執することで、夫がクライエントの
ことを気にかけ、愛情をもってくれているとい
う夫との愛の確認をしていたのではないだろう
か。症状をとることを意識では望みながら、無
意識では症状が無くなることは、愛情喪失につ
ながる不安感を生じさせていたのかもしれない
と考えられる。
３．遷延された「受動的支配」とその固着願望
愛情喪失につながる不安について、心理療法
の過程で明らかになったことは、母親との強い
一体関係に伴う自我の未分化な状態が伺えた。
おそらく正常な心的発達の過程として想定され
る１歳から３歳くらいにかけて「受動的支配」
の段階から、「能動的支配」の段階へと分化し、
移行する母親との関係において、おそらく問題
があり、その関係が未解決のまま遷延された状
態で持続され、自我は母親との一体的関係のま
ま他者関係を維持してきたのではないかと仮定
された。母親が子どもに対して、分離独立する
方向でかかわっていく場合には子どもの自我は
分化して独自の自我形成へと進展するが、母親
が子どもの分離を認めず母親の支配下に置かれ
たままであると、子どもの自我は未分化のまま
で母親との母子一体的関係が強化され、母親に
依存し、固着する関係が強くなり受動的段階か
ら能動的段階への移行を阻止する結果となる。
結果として母親にとってはやりやすい子どもで
あり、母親の欲求は子どもによって満たされた
り、また母親自身の不安や欲求不満の代償的存
在として機能していくことになる。本事例の場
合も成育歴や母親との関係から、母親の自我か
ら分離できないまま、母親の支配下におかれて、
母親が子どもの代理自我として機能していたた
めに、クライエント自身が現実を判断し、自分
の考えで行動した経験は皆無に近かった。その
ことがその後の現実生活における友人関係を中
心とする他者関係に支障をきたす要因となって
いたと考えられる。自我形成過程において自我
が母親から十分分化していないことから、「受動
的支配」による他者関係の成立と投影性同一視
及び否認の防衛機制による自我防衛が形成され
てきたのではないかと理解される。また、本事
例ではイメージによる心の解放によって自我防
衛機制をゆるめ、内的情緒の表出を可能にする
ことを心理療法の目標の一つとして取り入れ、
身体的リラクセイションから自由イメージをカ
ウンセリングに導入することで、両親をはじめ
本事例にとって重要な存在となる夫との情緒的
人間関係関係が自我形成に与える影響を知る手
がかりとなることを目指して治療過程の分析を
試みた。
４．「受動的支配」から投影性同一視への発展
他者との関係の持ち方は、基本的には、母親
との「受動的支配」の基でなされていた。母親
は、一見過干渉で教育ママのような態度でクラ
イエントに接し、干渉した。クライエントは言
葉では「母がうるさい」と干渉されることを良
しとしない発言で母親の干渉に拒否的態度を示
すことが多かったが、実際は母親の干渉的態度
をわずらわしいと感じながらも、母親を動かす
ことで、庇護してもらったり、守ってもらうこ
とになり、結果として自己の欲求を充たすとい
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う「受動的支配」をしていたといえる。この母
親との関係は、親元を離れた大学生活では、親
しい友人（クライエントは何でもしてくれる親
友と呼んでいる）に取って代わり、結婚後は、
夫に取って代わることになった。社会的価値観
は母親との投影的同一視によって規定され、
～しないといけないという強迫的こだわりと理
想的な自己像が形成されていることが分かった。
５．イメージによる内的世界の解放とアクティ
ング・アウトについて
イメージを取り入れることによって、クライ
エントが防衛して分離させている内的情緒を意
識化させ、自我の防衛をゆるめ、知的・観念的
世界へのとらわれから解放して、情緒的な世界
に心を開かせていくことを目ざした。強迫神経
症の情緒的解放の困難さに関して、精神療法で
は、患者にとって分析が知的理解のものとして
のみ体験される危険がある。この種の体験は無
益なもので、やがては情緒的体験に対する抵抗
となって分析的には働かない（西園、1976）と
言われたり、成田も強迫症者の感情表現を促す
ことは、強迫症者の治療においてきわめて重要
である。どう考えるかではなくて、どう感じる
かと問うがよい（1987）と指摘している。本事
例のクライエントもイメージを体験する中で
徐々に内的な情緒を感じることができるように
なっていった。不安と同時に、暗い感じとか、
うっとうしい感じとか、窮屈だとか否定的な内
容ではあるが、潜在的な情緒が意識化されるよ
うになった。それと並行して、喜んではいけな
い、楽しんではいけないという肯定的な情緒を
抑制する働きが強いことが語られた。未分化な
超自我が自我の自然な欲求まで支配下に置いて
自我を規制し、肯定的な情緒の解放は罪悪であ
るという意識を抱かせ、「よろこんではいけな
い」という強迫観念的とらわれを強化していっ
たと考えられる。その結果、来談以前から慢性
化していた抑うつ的な不安感が顕在化し、意識
化されていったと考えられる。イメージの１・
２段階で、心の栄養とも言える甘えが出現して、
イメージの世界での欲求充足がなされている。
しかし、内面の情緒を感じることができたあと、
それらの情緒を味わい、理解して、自我に統合
していくイメージの体験過程にまで発展させて
いくことができなかったのではないかと考えら
れる。
６．自我形成過程における「受動的支配」から
「能動的支配」への移行における治療者の役割
受動的支配段階でのクライエントは乳幼児期
での充たされなかった欲求充足をイメージの第
１・第２段階で再体験したといってもいいであ
ろう。第３段階から第５段階ではクライアント
の自我が母親の自我から分化して、自分で外界
へ向かって探求し始めたとき、治療者は母親や
夫とは別の役割をとる必要があった。現実性を
クライエントに示すと共に、クライエントの内
面をフィードバックできることが求められた。
夫との関係を考慮した治療関係が必要であった
と思われる。クライエントの両親・祖母との関
係やその後の自我形成過程での対人関係の持ち
方についてイメージを中心に検討する場合、イ
メージの中で「能動的支配」へと移行できる素
地を形成できればカウンセリングでの治療関係
もさらに発展的になったかもしれないと考える
ところである。
Ⅴ．今後にむけて
強迫神経症の事例を「受動的支配」という観
点から再考した。本事例は長い治療期間を持つ
ことができ、また、クライエント自身がイメー
ジに対して有る程度開かれた状態であったため、
イメージで心の内面に入り込んでいく関係がと
れたと思われる。
これからは、本事例で仮定した母親との「受
― ―250
動的支配」からの自我の未分化的状態からの解
放と、自我の分化過程における再構築という視
点から「巻き込み型」といわれる強迫神経症特
有の対人関係のもち方への理解を深め、心理療
法へのさらなる手がかりを得ていければと願っ
ている。
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